
 

 

北陸３県合同移住セミナー「ＴＵＲＮＳカフェ北陸」の開催について 

 

１ 目  的 首都圏在住の子育て世代を中心とした方々の移住を促すため、住みやすさ

が全国トップクラスの北陸３県が一体となって、主な読者が２０～４０代

の移住専門誌「ＴＵＲＮＳ（ターンズ）」と連携して、北陸３県合同の移住

セミナーを実施する。 

         

２ 日  時 平成２８年７月２日（土） １３時～１６時 

      

３ 場  所 ふくい南青山２９１（福井県アンテナショップ） 

       東京都港区南青山５丁目４－４１ グラッセリア青山内 

 

４ 参 加 者 北陸への移住に興味がある方 

 

５ 参 加 費 ５００円 

 

６ 内  容 

 １）北陸地方の紹介 

 ２）トークセッション 

北陸３県のＵＩターン者が、北陸における仕事や、暮らし、食の魅力などについて 

発信 

３）参加者との交流会 

         

７ 主  催  

石川県、富山県、福井県 

 

 

平成２８年６月１７日（金） 
地域振興課 移住推進グループ 
担当:小林 tel:076-225-1312 



カフェ北陸

開 催 日／2016年7月2日（土）
時　　間／13：00～16：00
会　　場／ふくい南青山291
住　　所／東京都港区南青山5丁目4 - 41
　　　　　グラッセリア青山内
アクセス／東京メトロ千代田線・銀座線・半蔵門線
　　　　　「表参道駅」B3出口より徒歩5分
参 加 費／500円
主　　催／富山県、石川県、福井県
内　　容／1. 北陸紹介、TURNS紹介
　　　　　 2. ゲストトーク
　　　　　 3. ゲスト全体でのトークセッション
　　　　　 4. 参加者シェアタイム
　　　　　 5. “北陸ダイアログ”
　　　　　　～北陸の食を囲んで、ミニ交流会～

東海 裕慎 さん

ゲスト

2012年ものづくりをテーマにした
ショップ『はんぶんこ』をオープン。

今では年間来客数1万人を超え、高岡のモノづくりを
県内外に広めている。中小企業の地場を活かした商品
企画開発や、高岡市の総合計画審議会委員やまちづく
りの共創の指針を策定する委員を務めている。

北陸のプレイヤーが
集結!!

2016

7/2【土】

【 概 要 】

【申し込み】http://www.turns.jp/　【問合せ】TURNSカフェ係（TEL：03-6269-9732）

はんぶんこ富
山

河上 めぐみ さん

富山県富山市の里山に生まれ育
つ。東京外国語大学を卒業後、富

山県の有限会社土遊野（どゆうの）にて就農。2014
年に趣味のフットサルで知り合った富山県出身の夫と結
婚。2015年4月、土遊野代表取締役を引き継ぐ。ご
主人と一緒に農作業に励んでいる。

土遊野 代表富
山

小津 誠一 さん

金沢市生まれ。E.N.N. では建築設
計チーム「studio KOZ.」、不動産チーム「金沢R不動
産」、移住ウェブマガジンチーム「real local」、さら
に「a.k.a.」「嗜季」「流寓」などの飲食店も率いる。

有限会社E.N.N.（エン）代表
株式会社嗜季（シキ）代表

石
川

太田 殖之 さん

東京都府中市出身。グラフィックデザイナー、ITベン
チャーでのマーケティングを経て、2014年、家族4人
で妻の地元石川県七尾市へ移住。現在は、能登半島
へ移住したい方のサポートを行っている。

株式会社ぶなの森 地域づくりプラ
ンナー兼デザイナー、一般社団法
人能登定住・交流機構 事務局長

石
川

平野 希和子 さん

東京の大手出版社の編集部を主な
拠点に、情報誌のフリーライターと

して活動。フリーカメラマンと結婚後、2女と家族4人
で世田谷区に暮らしていたが、2011年の大震災をきっ
かけに、夫の実家である福井県坂井市三国町へ移住。
写真館を継ぐ。

平野写真館福
井

倉橋 宏典 さん

福井県坂井市三国町出身。東京大
学で都市工学を学び、24歳の時、三国のまちづくり活
動のベースとなるグランドデザインを発表。2010年に
Ｕターンし、福井県庁へ入庁。昼は公務員、夜や休日
は三国のまちづくりと、２つの顔を持って活動中。

社団法人三國會所理事、
福井県庁

福
井

富山～石川～福井。
ともに日本海側に位置し、気候や風土の近しい北陸３県は
幸福度の高い地域ともいわれています。
　海の暮らし。山の暮らし。地方都市のまちの暮らし。
ほどよく自然とまちを行き来できる。
山と海の旬の恵みを味わえる食がある。
家族や地域の人との距離が近い営みがある。
北陸ならではの幸せが、ここにありそうです。

北陸を拠点に、場を生み発信していく
　北陸では、リノベーションや食、ものづくりなどの分野で
あたらしい風が吹いていて、首都圏も注目を集めています。
　これまでの北陸の風土や営みのなかで培われてきた
食文化やものづくり、伝統を基盤に
若い世代があらたな価値を生んでいます。


